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わけもなく


悲しくなってくるのって


どこまで僕のせいなんだろう




　　　　　　


真夜中のプールにぼくら飛び込んだ　すでに斉藤和義がいた


さい銭を投げ入れたくてたまらない　アンジェラ・アキの口に向かって


中華なべ振ってる腕が痛いなあ　誰かガンダム貸してくれない？







　


同じ空、同じ空ってなんですか？


変な冗談やめてください




　　


放課後にマックシェイクを飲むときの口のかたちをしているふたり


カルピスが少しうすいというだけで泣いてしまったことがあります


人前で泣いてもべつにいいじゃない　女子の前ならなおいいじゃない




　　　


「劇的にやせるわけではありません」良心的な漢方を飲む


『Ｓ』という歌をつくった　『Ｍ』よりも不純な動機でつくった歌だ


あたらしい芳香剤を置いたからトイレ以外もトイレのにおい




　　


そのピアスかわいくないよ　八代亜紀風にあぶったイカをつけなよ


来世には犬になりたい　お手をするだけでみんなの顔がほころぶ




　　


射精するときに


ドピュッという音を


だした経験ある人います？







　　


美しくならない歌は美しいだけの言葉を並べた歌だ


涙腺がかなり弱っていますので『火垂るの墓』は売りにいきます


優しさと遠く離れた場所にいる　夜のクジラの尻尾のように




　　　


路チュウする


すべての人の脳天に


ゲリラ豪雨が降ればいいのに







　　


ちんちんは悲しいおもちゃ


なにもかも


どこか遠くへ飛ばしてしまう




　　


手をつなぐだけで半勃ちだった恋　思い出したらなんとか勃った


おっぱいをみたならそれが映画でも「過去の女」のリストにいれる


乳輪が最強の輪だ　天使の輪なんて見たことない僕らには







　　


鳴いているセミは童貞　


死ぬまでにたったひとりの君に会いたい




　　　


深刻な顔のあなたはかわいくてもっと悩んで苦しめばいい　


初恋の人と寝ている夢を見た　変な性癖なくてよかった


泣けるなら泣きたいけれど今はまだ笑ってないといけない時間




　　　　　


友達じゃない証明にキスをする　


誰のものにもなりそうな君







　　


悲しみはブラジル式のオナニーを披露する場がないということ


友達のちんちんつかみ冗談にしようかどうか決めかねている


校長にカンチョーしたい衝動を教頭に似た理性がとめる




　　


ハロー　米。


ハロー　キッコーマン醤油。　


ハロー　卵抜きの卵かけご飯。




　　


漂泊の詩人だなんて素敵だね　僕は会社を辞めないけれど




　　


ちんちんをいじっていても


左手で


愛してるってすばやく打てる







　


男にも乳首がついていることの意味がわからず引っぱってみる




　


おれなんか人間のゆずなんだろう　


うどんにかけてもかぼすに負ける




　　　　


ジャイアンが刑務所に行く前日にどこでもドアをこっそり渡す




　　　


ちんちんの先についてる


ちり紙を


自分みたいと思ってしまう




　　


ＩＫＫＯの肩には雪が降りつもる　ブルーハワイで食おうとおもう


冬の夜ゾンビを殺すひとがいてその指先はとてもつめたい







　


ちっぽけなことに傷つく


死が近い夜にも


きっと傷ついている




　　


犬を飼う　お風呂にいれてあたたかくなった肉球　ぼくだけのもの


寒くって僕のちんちん弁当の中のひとくちシュウマイみたい　


眠ってるきみのよだれはほっぺたでカーブをえがき耳の穴へと




　


元カノがにぎってくれたおむすびは


今も冷凍庫の中にある




　　


この僕に空気を読めと言うのならまずは空気を可視化してくれ


ちんちんの皮をひっぱり続けたい　いつか国境線を消したい


旅立ったつもりだったが夢だった　あんなに強く手を振ったのに







　


おれだっておっぱいパブに行きたいよ


人間らしい暮らししたいよ




　　　


射精するときは一人じゃないような


よい一年でありますように




　　


もしきみが淋しがり屋じゃなかったらぼくを選んでくれただろうか


たよりない君といるからたよりない僕もたよりになるようになる


いつもふりまわしてくれてありがとう ひとりじゃなにもできないんだよ




　


うつむいて歩こう


君が悲しくてたまらないのが


僕にはわかる




　


今ならば優しい言葉で泣くだろう　けして好きにはならないだろう


鼻水忌　ウソ泣きだけど泣いたからもうサヨナラの時間は終わり







　　　


ほしのあきよりも美乳のこの俺にまさか乳毛が生えてくるとは


ダ・パンプを聴きながら行くパ・チンコ屋　きょうもガ・チンコ勝負でいくよ




　　


ニッポンのイケメンたちの７割は


口が臭くて金に汚い




　　


おっぱいが出ているだけで高評価　それがわたしの映画評論


配列を変えた「おこめ」に縁のあるよい一年が訪れません


もし痴女が都市伝説じゃないのなら今すぐ俺の家に来てくれ




　　


土下座とかしたくないからすみやかにおっぱいみせて欲しいんだけど


喧嘩して彼女が泣いて勃起するような僕でもいいのだろうか


はじめての体位で君とつながって靭帯切れてしまったみたい




　


セックスを断ることがあるなんて　


中２のおれに殴られそうだ




　　


チンポジを直しただけで


バスからは


降りることさえできぬ硬さに




　


恋人が使った便器を磨くとき目を閉じるのは祈りではなく







　


医者でさえ白衣を脱いで教会へ駆け込むレベルの失恋だった


おっぱいをパイオツと言う友人とスタバでうまいコーヒーを飲む




　


先生のふとんの中にクワガタを入れたら夏ははじまりますか


フルチンにならないようにしています　正しいひとり暮らしのために


打ち上げた花火のように遠ざかる夏はぼくらに何をくれたの




　


『壊れかけのRadio』は今や完全に壊れてしまい鳴らないらしい


できるだけ自分を消して生きてたい　自分らしくだなんて、とっても




　


誰かから愛されたいと思うから時々カレーライスを作る


ドンキにもないけど欲しいものがある　それが何かはまだわからない







　　


そうだね、といって僕らはすれちがう　冬のかたちの肺を抱えて


敬虔な気持ちになってしまいます　バファリン飲んで効かないときは
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あとがき


　今年の２月で母が亡くなってからちょうど９年になります。５５才でした。それ以来、低空飛行の毎日です。そんな日々の中で出会った友人のカワヅさんが、去年の１月に心臓発作で急死しました。４０才でした。そして、僕自身も去年の秋に心臓に異変を感じ、検査を受けたところ、「狭心症」であることがわかりました。「死」というものが身近に感じられ、いつまでも低空飛行の日々ではいけない、「なにかしないと」という気持ちが沸き起こり、作ったのがこの『モテない体位』という本です。「作ろう」と思い立ってから２時間ほどで発行にいたったので、雑な作りです。自分の生きた証というと大げさですが、そういう気持ちもあって、雑なままでもいいと思って発行しました。今後も少しずつ改良していきます。


　長く生きることが僕ができる母への唯一の恩返しなのだと思っています。




　　　　　　　　　　　　　　　　＊

本書のタイトルはツイッターで交流のある檀可南子さんが、佐々木あららさんの歌集『モテる体位』をもじって考案してくださいました。おふたりには深く深く感謝しております。


　　　　　　　　　　　　　　　＊
本書は『モテない体位』に加筆修正を加え、『いかさまばくち』と改題し再発行しました。。2013/07/05
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鹿ヶ谷街庵(ししがたにがいあん)


１９７４年４月４日京都市に双子の兄として生まれる。京都市立山科中学校卒。２００８年枡野浩一さんの影響で短歌をはじめる。【以下省略】
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